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 第３回 推進本部会議 
 

令和７年７月９日(水) 午前１０時００分～ 

鶴岡市農村センター 大ホール    

 

次       第 

 

１ 開   会 

２ 挨   拶 

３ 報   告 

  ○第２回推進本部での意見を踏まえた取組の方向    資料１ 

 

 

４ 協   議 

(1) 食育・食農教育に係る取組の現状          資料２ 

(2) 新学校給食センターにおける展示・学習機能の方向  資料３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 閉   会 

 ＜ご意見をいただきたいポイント＞ 
次のいずれか、又は両方について、委員の専門分野及びお気づきの点をご意見ください。 

⑴ 食育・食農教育の現状・取組について、今後の取組の方向性やどういっ

た観点に留意して進めていくべきか。 

⑵ 展示・学習機能の内容について、目指す方向性をお示ししているが、特

に力を入れるべき点やこのほか留意すべき点はあるか。 

（こどものみならず大人を対象とする観点も含めていただいても結構です） 



資    料    一    覧 

１ 学校給食・食農教育推進本部次第（裏面 資料一覧）  

２ 学校給食・食農教育推進本部名簿（裏面 座席表）  

 

３ 資 料 

資 料 １  第２回推進本部での意見を踏まえた取組の方向 

 

資 料 ２  食育・食農教育の取組の現状 

 

資 料 ３  新学校給食センターにおける展示・学習機能の方向 

 

参考資料１  食育・食農・食文化体験「ＥＳＤ事例集」 

 

 



No. 役　　職　　名　　等 氏　　名

　 １　学校関係者

1 大泉小学校校長（校長会給食部会長） 風間　成彦

2 朝暘第5小学校保護者、サスティナ鶴岡事務局長 小野　愛美

3 藤島小・中学校保護者、日本料理わたなべ店主 渡部　賢

　 ２　調理・栄養関係者

4 食育インストラクター、料理人 海藤　道子

5 漁匠ダイニング沖海月料理長 須田　剛史

6 学校給食センター栄養士 五十嵐　裕佳

　 ３　食材提供関係者

7 サンサン・畑の会会長 武田　三喜子

8 JA鶴岡地産地消グループ会長 池原　扇

　 ４　学識経験者

9 千葉商科大学人間社会学部准教授 小口　広太

10 鶴岡市食文化創造都市アドバイザー 太下　義之

学校給食・食農教育推進本部 委員名簿

(敬称略)
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1

安全性
を優先

学校の受入体制と給食センターの調理
体制を考慮し、安全性を最優先にアレ
ルギー食対応を検討

＜主な意見＞

⚫ アレルギーに注力しすぎると大量調理の負担となる。バランス
よく検討してほしい。

⚫ 学校での配膳や盛付では子どもが関わる部分が大きく、想定外
が起こり得る。個別対応が増えすぎるなど複雑になると、事故
がおきかねない。

＜取組の方向＞

✓ 安全性を最優先に、学校の受入体制や新学校給食センターの調
理体制等を十分考慮した上で、アレルギー食対応のあり方を検
討します。

＜主な意見＞

⚫ 重篤度の高い食品は給食では提供せず、ただし、給食で使用し
ない品目は増やし過ぎずに、鶴岡の良い食材を使って豊かな給
食にしてほしい

⚫ 重篤度の高いもの（そば・キウイフルーツなど）は、献立作成
に支障がなければ使用しないという配慮が必要

＜取組の方向＞

✓ 本市の豊かな食材を使用した給食の提供を基本にしつつ、アレ
ルギーの発症数や重篤度を更に研究し、給食で使用しない品目
等の検討を進めます。

＜主な意見＞

⚫ 厨房の動線は実際に働く人の意見を聴いた方が動きやすく、
事故も起きづらくなる

⚫ 動線は重要であり、先進地視察もよい

＜取組の方向＞

✓ 現場目線の意見を聞きながら、効率的で働きやすい調理現場
となるよう配置や調理機器を検討します。

地産地消率を更に高められる調理機器等
の導入の検討

＜主な意見＞

⚫ 高速度ミキサーを導入すると、不整形な野菜や少量の野菜
を有効利用できる

⚫ 地産地消率を上げるためには、今まで使われなかったもの
を使えるような設備を整えたり、様々な形で検討するべき

＜取組の方向＞

✓ 地産地消率を更に高められるよう、調理工程の工夫やそれに係
る調理機器・設備等の導入を検討します。

第２回推進本部の主な意見と取組の方向

調理動線

豊かな食材
が基本

地産地消
調理機器

本市の豊かな食材を使用した給食の提
供を基本に、制限する品目を検討

現場の意見を聞き、働きやすい・効率
的な調理動線や調理機器の検討

＜新学校給食センターにおいて導入する調理機器等＞

＜学校給食における食物アレルギー対応＞

第3回学校給食・食農教育推進本部
資料１

令和７年７月９日



第２回推進本部での意見を踏まえた取組の方向
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項目 NO. 委員意見 取組の方向 担当部局

専門スタッフ、専用機
器等の確保

1

⚫ アレルギー対応には専用のスペース、スタッフ、
調理機器が必要

⚫ スタッフに対しては知識・技能の習熟が必要

国が示す食物アレルギー対応指針に則り、安全性を最優先に今後の
アレルギー対応を検討します。

アレルギー食の調理スタッフ、専用室、調理器具等についてはアレ
ルギー食専用に区別化することを検討します。

教育委員会

アレルギー食対応の
検討方法

2

⚫ アレルギー食対応について、少量調理はコスト
面から課題がある。該当人数が多いものや、対
応が易しいものを共通代替食とするなど、コス
ト、人員、設備面等からの検討が必要

⚫ アレルギー対応に注力しすぎると大量調理の負
担となる。専門家や現場の意見等を踏まえバラ
ンスよく検討してほしい

⚫ 代替食や除去食の導入は、対応の仕方や品目な
ど学校の意見を十分に聞き取って慎重に決定し
ていくべき

⚫ アレルギー対応は年々変化しており、安全に、
かつ継続して対応できるかを慎重に判断する必
要がある

アレルギー食対応に係る対応レベルや対応品目数については、学校
給食センターにおける対応だけでなく、学校の教職員や児童生徒など、
多くの方が関わることから、現場で働いている職員や、学校から十分
に意見を聴いたうえで、安全性、費用、人員等を考慮し検討を進めま
す。

アレルギーの重篤度や
発症数が高い品目の取
扱

３

⚫ 重篤な食品は給食では提供せず、ただし、給食
で使用しない品目は増やし過ぎずに、鶴岡の良
い食材を使って豊かな給食にしてほしい

⚫ 小学校の給食準備は15分であり、時間が少ない
ことなどから品目の限定が重要

⚫ 重篤度の高いもの（そば・キウイフルーツな
ど）は、献立作成に支障がなければ使用しない
という配慮が必要

⚫ 発症度は高いが、献立から除くと、非常に偏っ
た献立になるもの（卵、エビカニ）は、どの料
理に入っているか明確にするなど配慮が必要

本市の豊かな食材を使用した給食の提供を基本としながら、アレル
ギーの発症数や重篤度等を更に研究し、安全な給食の提供となるよう
給食で使用しない品目と、保護者等へのお知らせ方法について検討を
進めます。

参考

＜学校給食における食物アレルギー対応＞



第２回推進本部での意見を踏まえた取組の方向
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項目 NO. 委員意見 取組の方向 担当部局

学校の受入体制

４

⚫ 学校でできる対応は限られており、複雑になれ
ば事故発生リスクも高まる

⚫ 配膳や盛付は子どもが関わる部分が大きく、想
定外のことが起こる可能性がある。「おかわ
り」の時などに事故が起こりうる

⚫ 学校では子どもたちの命を預かっており、個別
に代替食などが増えると、事故が起きかねない

学校での受入体制について、学校給食センターと学校で十分協議を
行い、しっかりと安全性が確保できる体制の構築を前提に、アレル
ギー食の対応を検討していきます。

教育委員会

生産者とのコミュニ
ケーション

５

白菜やほうれん草などの野菜にも食物アレルギー
はあるようだ。センターやＪＡと積極的に情報交
換し、課題に1つずつ取り組めば、より一層この食
物アレルギーも改善していくのではないかと考え
ている

生産者と学校給食センターのコミュニケーションの重要性について
は、第１回推進本部会議においても示されており、地産地消の推進だ
けでなく、食物アレルギー対策など学校給食に係る様々な点について
コミュニケーションの充実を検討していきます。

教育委員会
農林水産部

代替食のレシピ考案

６

代替食のレシピ考案にAIを活用してはどうか
最新技術を生かした取組事例の研究を行いながら、代替食の献立作

成に努めていきます。
教育委員会

＜学校給食における食物アレルギー対応＞

項目 NO. 委員意見 取組の方向 担当部局

アレルギーの把握体制

７

健康診断にアレルギー検査の費用を補助するなど、
市全体でアレルギー把握・対応体制を整えること
も一案

食物アレルギーを持つ子供の数は、全国的にも増える傾向にあると
言われており、一人ひとりが自分の状況を的確に把握することは健康
の維持・増進にも重要でありますが、検査体制や地域医療の関係者と
も検討・協議が必要と考えますので、この取組については更に研究し
ていきます。

教育委員会

アレルギー対応に係る
市内飲食店との連携

８

外食店と連携し「アレルギー表示協力店」制度を
展開することで、市民や観光客にとっても安心で
きる、食文化創造都市としての取組にもつながる

食文化創造都市としてガストロノミーツーリズムの推進に力を入れ
ており、観光客等に配慮したアレルギー対応は意義が深いと考えます。
現在、鶴岡商工会議所等でハラール食やベジタリアン食への対応につ
いて、市内飲食店と連携した研修会を行っておりますので、関係団体
等と連携しながら対応について、更に研究してまいります。

商工観光部
企画部

＜その他食物アレルギー対応＞



第２回推進本部での意見を踏まえた取組の方向
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項目 NO. 委員意見 取組の方向 担当部局

調理機器や調理におけ
る工夫

９

⚫ クックサーブ（※１）やクックチル（※２）、真空
調理といった調理方法も導入できるのではない
か

⚫ 大量調理に相応しいスピードや性能の器具をそ
ろえたほうがいい

⚫ 急速凍結機やブラストチラー（※３）等衛生面に
有効な器具があってもいいのではないか

⚫ 調理器具については、効率的なものを予算も含
めて検討してほしい

⚫ 温冷対応の食缶や食器も子どもに喜ばれる

※１）クックサーブ：調理後すぐに食事を提供する調理システム

※２）クックチル：調理後の食品を急速に冷却し、一定期間保存した後
に再加熱して提供する調理方式

※３）ブラストチラー：約90℃の高温食品を投入し、０～10℃に素早く
冷却できる装置

学校給食に関しては、学校給食衛生管理基準において当日調理や加
熱調理の原則が示されております。短時間で大量調理が必要となるこ
とから、頂戴した意見を踏まえ、相応しい調理機器の導入を検討しま
す。

また、調理時の衛生管理や温かく美味しい給食の観点からも、適切
な温度管理のできる調理機器等の導入を検討します。

教育委員会

調理場の動線

10

⚫ 厨房の動線は実際に働く人の意見を聴いた方が
動きやすく、事故も起きづらくなる

⚫ 動線は重要であり、先進地の視察もよい

知見のある現場職員の意見や先進事例を施設整備に反映していくこ
とは重要であると考えます。
現場目線による建設的な意見も頂戴しながら効率的で働きやすい調

理場の配置となるよう検討を進めます。

地産地消の推進のため
の調理機器

11

⚫ 高速度ミキサーを導入すると、不整形な野菜や
少量の野菜を有効利用できる

⚫ 地産地消を進めるための調理機器の導入や、割
卵機や成形機など調理を効率化する機器の導入
は、食材の活用や献立の幅を広げる

⚫ 地産地消率を上げるためには、今まで使われな
かったものを使えるような設備を整えたり、セ
ンターの望む新たな品目を生産者が作っていく
ことも含め、いろんな形で検討するべき

地産地消率を更に高められるよう、調理工程の工夫やそれに係る調
理機器を導入していくことは重要な観点でありますので、頂戴した意
見をもとに、導入する調理機器について検討していきます。

衛生面の向上

12

汚染・非汚染区域の明確化（ゾーニング）や部屋
割りにより、より衛生的な施設になると考えてい
る

学校給食衛生管理基準に則り、衛生管理の徹底された新センターと
なるよう検討します。

＜新学校給食センターにおいて導入する調理機器等＞



第3回学校給食・食農教育推進本部
資料２

令和７年７月９日

（４協議）

（１）食育・食農教育に係る取組の現状



① 食育・食農教育について、本市では令和７年３月に策定した「第２次鶴岡市食文化創造都市推進プラン」において、以下のとおり体系に沿っ
た取組を進めることとしている。

② 今般の協議では、こどもに向けた食育・食農教育等について、以下の体系のうち主要な取組・事例を紹介し、今後の方向性についてご意見を
頂戴したい。

＜食育・食農教育の推進＞

① 鶴岡型ESDの推進

✓ 小学校における地域の食文化
学習と、こどもの体験を踏ま
えた総合的な学習の実施

など

② 行事食や郷土料理、在来
作物の継承に向けた取組
の推進

✓ 郷土食や行事食の料理教室等
の実施やコミュニティ組織な
どが行う郷土教室への支援

など

③ 食の循環や環境に配慮し
た取組の推進

① 幼少期、成長期における
健全な食習慣の形成

✓ 学校におけるこどもへの栄養
指導等による普及啓発

など

② 青・壮年期、高齢期にお
ける食と健康の意識づく
り

✓ 働き盛り世代や高齢者の食習
慣改善に向けた普及啓発
など

① 食や食文化を生かした市
民の主体的な活動の促進

✓ 料理人・農家・漁業者等の連
携による市民の意欲的な食育
活動の支援 など

② 食を地域資源とする他都
市等との連携による地域
活性化の推進

✓ 豊かな食の郷土づくり研究会
の開催 など

③ 食や食文化を生かした学
びの場の創出

✓ 食や食文化に関連した市民
フォーラムの開催 など

① 学校給食を通した食育活
動の実施

✓ 生産者との交流給食の開催に
よる地域農業の理解促進

など

② 鶴岡らしい特色ある学校
給食の提供

✓ 食文化創造都市特別献立や鶴
岡いっぱい給食の実施

③ 学校給食での地場産農林
水産物の利用拡大

④ 学校給食発祥の地を生か
した価値の向上

1

食文化の継承と
食育の推進

食による健康づくり
の推進

食文化を生かした市民
の主体的な活動の推進

学校給食発祥の地
としての価値の創造

参考資料１参照取組事例１ 取組事例２ 取組事例３

第1回本部会議で協議

食育・食農教育推進の取組体系

食育・食農教育の取組体系

参考資料１参照

01 02 03 04



鶴岡型ＥＳＤの推進

●目 的

・ 多様な立場や役割を持つ人々が継続的に食育活動等に関わる仕組みをつくり、地域全体でその取組を支える事例を創出

●鶴岡型ESDとは

・ ESD ：Education for Sustainable Development（持続可能な開発のための教育）

⇒  持続可能な社会の創り手を育む教育

・ 鶴岡型ESD：ユネスコ食文化創造都市・鶴岡として「食」や「食文化」を題材とした様々な体験学習を通して「地域づくり

の担い手（持続可能な社会の創り手）」を育む教育

地域学習
←生産者から作物の

説明や圃場見学

テーマに応じた出前授業
←鶴岡の食文化やユネスコ食文化

創造都市などについて学習

栽培学習
生産者から指導を受け→

児童が栽培・収穫

調理学習
市内のプロの料理人による→

郷土料理の調理指導

〇“地域づくりに積極的に参加する人材” を育むことで郷土愛や地元愛の醸成を図る

〇“鶴岡の大事な食文化”を未来へ継承する

児童・生徒

●事業内容

・ 年間を通して総合的に鶴岡の食文化を学習する取り組み（栽培、収穫、調理学、出前授業など）の促進

・ 年間を通した総合的な学習の時間等における「食・食文化」をテーマにした取り組みへの支援

年間を通して鶴岡型ESDを実践する小中学校数を増やしていくことで

※支援内容：出前授業実施、講師（調理、体験学習、作物栽培等）の紹介、講師謝礼等の支援など

※取組実績 令和6年度新規取組校：2校 (令和5年度取組校：4校)

取組事例①

2



令和６年度実績 鶴岡市立朝暘第四小学校

■学 年
３学年 １組２９名 ２組３０名 ３組２８名

特別支援学級７名 計９４名

■年間の学習内容（総合的な学習の時間内で活動）
・鶴岡の食文化や食文化創造都市についての学習
・在来作物についての学習や栽培と収穫
・収穫した食材を使った郷土料理の調理学習
・１年間の取組みのまとめと発表
・１０周年事業「ふうどフェスタ」への参加（１２月）

■児童の意見・感想
・在来作物が６０種類もあると思わなかった。
・収穫した小真木大根を干すのが楽しかった。
・ふだんあまり食べないけど、食べたら以外と美味しかった。
・干した小真木大根があんなに柔らかくなるなんて思わなかった。

②６月２０日・２７日

出前授業

内容:鶴岡の在来作物

講師:つるおかふうどガイド

③９月１０日

小真木大根栽培学習

(播種)

指導者:JA鶴岡 青年部

④９月２５日

地域学習

生産者訪問、圃場見学

萬吉なす・田川かぶ

⑤１０月８日

小真木大根栽培学習

(間引き)

指導者:JA鶴岡 青年部

⑥１２月４日
小真木大根栽培学習

(収穫、洗い、皮むき、
紐通し・干す)

指導者:JA鶴岡 青年部

⑦１２月８日
ユネスコ食文化創造都市認定

10周年記念事業
「つるおかふうどフェスタ」

取組みの展示

【  実際の学習内容 】

②出前授業 鶴岡の在来作物 ④地域学習

⑥小真木大根栽培学習(紐通し) ⑧郷土料理調理学習

⑧１月２１日・２７日

郷土料理調理学習

「はりはり大根」

講師:鶴岡 食のアンバサダ―

①５月９日
出前授業

内容:鶴岡の食・食文化
講師:鶴岡食文化創造都市

推進協議会

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

3

鶴岡型ＥＳＤの推進（朝暘第四小学校での取組） 取組事例①



令和６年度実績 鶴岡市立朝暘第五小学校

①６月５日
出前授業

内容:鶴岡の食・食文化
講師:鶴岡食文化創造都市

推進協議会

②９月２６日
出前授業

内容:郷土・行事食
講師:鶴岡食文化創造都市

推進協議会

③１０月２５日
郷土料理調理学習

「芋煮汁(ズイキ芋)・柿の白和え」
講師:市内料理人

補助:鶴岡食文化創造都市
推進協議会

④１２月８日
ユネスコ食文化創造都市認定

10周年記念事業
「つるおかふうどフェスタ」

取組み発表

■学 年
５学年 １組３４名 ２組３５名 計６９名

■年間の学習内容（総合的な学習の時間内で活動）
・出前授業の実施
・鶴岡の食文化について調べ学習
・体験学習（１１月）
・１０周年事業「ふうどフェスタ」への参加（１２月）

■児童の意見・感想
・鶴岡はすごいところなんだと知れた。
・昔からのものが今も残っているというところが心に残った。
・柿の白和えは自分的に好みでなかったけれど、柿を使った郷土料

理が知れてうれしかった。
・家族にも食べてもらいたいので練習を頑張る。

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

【  実際の学習内容 】

《 調べ学習等 》

・鶴岡の食文化(６-９月）

・鶴岡の郷土食(９-１２月）

・各家庭での郷土料理アンケート調査(１１月）

①出前授業 鶴岡の食・食文化 ②出前授業 郷土・行事食

③郷土料理調理学習 ④「つるおかふうどフェスタ」取組み発表

4

鶴岡型ＥＳＤの推進（朝暘第五小学校での取組） 取組事例①



健全な食習慣の形成（栄養教諭による食育学習）

食育活動の年間目標：食べることを大切にする子どもを育てる

９
年
間
の
食
に
関
す
る
知
識
・
経
験
の
積
み
上
げ

5

各学年の食育指導目標

学年 テーマ ねらい

中学３ 受験期の栄養 受験に向けて成績アップにつながる食生活を知る

中学２ スポーツ栄養 運動と食事について正しく理解し、よりよい食生活を身につける

中学１ 食事で生活リズムを整える 成長期に必要な栄養をバランスよくとる食事のとり方を理解する

小学６
①栄養バランスのとれた食事を考えよう
②生活習慣病を予防しよう

①自らの食生活を見直し、改善しようとする意欲を育てる
②偏った食事は生活習慣病の原因となることを知らせる

小学５
①主食・主菜・副菜を知ろう
②和食のよさを知ろう

①主食・主菜・副菜をバランスよく食べる意欲をもたせる
②米を中心に栄養バランスの整った和食の良さを知る

小学４
①朝ごはんの大切さを知ろう
②もったいないね

①自ら朝ごはんを食べようとする意欲をもたせる
②食べ物を大切にする気持ちを育てる

小学３
①よくかんで食べよう
②おやつと食事

①よくかんで食べる効果を知る
②適切なおやつの選び方、食べ方を知る

小学２
①野菜となかよくなろう
②正しい食事マナーを知ろう

①野菜がからだに果たす大切な役割と必要な量を知る
②食事の時の約束を知り、好き嫌いせず食べる意欲を育てる

小学１
①いろいろな食べ物を知ろう
②給食の決まりを覚えよう

①食べ物の栄養から体が作られていることを知る
②給食の時の約束を知り、好き嫌いせず食べる意欲を育てる

取組事例②

① 令和６年度は栄養教諭及び給食センター栄養士が市内小中学校全体で合計177回の学校訪問を行い、食の学習指導を行っている。

② 学校給食センターでは年間目標を「食べることを大切にする子どもを育てる」と定めるとともに、食育活動については各学年でテーマを設け
て、学習を行っている。

【小学６年生の学習】

【小学５年生の学習】

【小学４年生の学習】

【小学１年生の学習】



健全な食習慣の形成（栄養教諭による食育学習）

小学１年

小学４年 小学６年

体を作る栄養素を赤、黄、緑の３レンジャーとして紹
介。好き嫌いせずに食べ、3レンジャーが合体すること
で丈夫な強い体となることを気づかせる。

食べ物に興味を持ち、好き嫌い
せず食べる意欲を持たせる

給食を作っている人への感謝と
食べ物を大切にする気持ち

「がんばれわたしたちの
３レンジャー」

「もったいないね」 「生活習慣病を予防しよう」

センターに返される残菜量を知らせ、作っている
人の気持ちを想像させる。さらに日本の食糧自給
率等を伝え、食べ物の大切さに気づかせる。

昔と今の食生活の変化により生活習慣病が増加して
いることを理解させ、予防のポイントについて考え
させる。

偏った食事による
体への害を理解

各学年での食育内容例

小学２年 小学３年

小学５年

「はし名人になろう」 「１日３回の
食事とおやつ」

「和食っていいね」

はしの正しい持ち方や使
い方をしようとする意欲
を持たせる

世界では手食、ナイフ・フォーク食、はし食の大
きく３つあることを説明。正しいはしの持ち方や、
はしの良くない使い方、はしでできることを紹介。

おやつの選び方、食べ方、
気を付けるべきことにつ
いて考え気付かせる

おやつには生活を楽しくしたりする働きがある一方、
スナック菓子等の油や塩、砂糖をとり過ぎた際の体へ
の害を知り、おやつの適正量を学ぶ。

米を中心とし、栄養バランス
の整った和食の良さを知る

和食は世界から健康的な食事として注目されてお
り、和食が基本の学校給食を通して和食の良さを
知らせ、食生活を改善する。

6

取組事例②



健全な食習慣の形成（栄養教諭による食育学習）

＜学校給食で提供した郷土食、行事食＞

ごま豆腐

昔から祝い事や仏
事、お祭りには欠
かせない一品です

練り切り

雛菓子のひとつで、
縁起物をかたどった
ものが多くあります

収獲感謝の意味が込められ
ていて、納豆汁や田楽、黒
豆ごはんなど豆などを使っ
た料理を食べます

味噌粕に漬け込むことで保
存がきき、お正月にもよく
食べられるごちそうです

7

取組事例②

① 前述の食育指導に加えて、学校給食では郷土食や行事食の給食を積極的に提供し、栄養教諭が児童生徒に対し地域の食文化についても学習す
る取組を行っている。

大黒様のお歳夜 鮭の味噌粕漬け

ごま豆腐 桜ねりきり

ゆかりごはん
納豆汁
野菜のごま和え
ハタハタ唐揚げ
お米のババロア

鮭のみそ粕漬け焼き



学校給食を通した食育活動（生産者との交流給食会）

① 鶴岡産農産物や地域農業に対する理解を深めるため、生産者との交流給食会を実施している。

② 取組の一つとして、特産の庄内砂丘メロン、有機米のつや姫を給食に提供する機会に合わせ、生産農家が一緒に給食を試食し、地域農業の状
況や農産物の生産について説明を行っている。

③ このほか、藤島地域では、協定団体のサンサン畑の会の生産農家と一緒に給食を食べる機会を設けており、地元の野菜を積極的に給食に使用
していることなど地産地消について説明している。

④ 櫛引地域では、地域の特徴を踏まえ、果樹を多く栽培していることについて説明し、地域学習の一環としても役立てている。

NO. 実施校 対象 実施日 取組概要

1 朝暘第五小学校 ５年生 7月6日
特産の庄内砂丘メロンを給食で提供。メロン農家による講話と給食の会食
【庄内砂丘メロンは7月に、全ての市内小中学校の学校給食で使用】

2 櫛󠄁引東小学校 ５年生 11月11日 野菜果樹農家よる講話と給食の会食

3 櫛󠄁引南小学校 ５年生 11月18日 稲作農家、野菜果樹農家による講話と給食の会食

4 櫛󠄁引西小学校 ５年生 11月19日 稲作野菜果樹農家による講話と給食の会食

5 櫛󠄁引中学校 全校生徒 11月27日 稲作農家、野菜果樹農家の生産者インタビューを給食中に校内放送

6 東栄小学校 ５年生 12月２日 サンサン畑の会会員との給食の会食

7 藤島小学校 ３年生 12月４日 サンサン畑の会会員との給食の会食

8 渡前小学校 全校児童 12月５日 サンサン畑の会会員との給食の会食

9 朝暘第四小学校 5年生 12月6日
有機米のつや姫を給食で提供。有機米農家による講話と給食の会食
【有機米は12月と1月の2回、全ての市内小中学校の学校給食で使用】

【令和６年度の交流給食会の取組状況】

取組事例③

8
東栄小学校での交流給食会（NO.6）櫛引東小学校での交流給食会（NO.2） 櫛引中学校での校内放送（NO.5）朝暘第五小学校でのメロン給食交流会（NO.1）



学校給食を通した食育活動（生産者との交流給食会）

朝暘第四小学校
有機米給食の生産者交流会

櫛󠄁引南小学校

Q:今年（R6）のさくらんぼはどうして不作だったのですか？

A:夏に気温が高くなった影響で不作になった。

Q:双子果になるのはどうしてですか？

A：気温が上がりすぎると、さくらんぼが子孫をより多く残そうとする働き

が起こるため。

藤島小学校

・生産者より：交流給食で児童の皆さんの笑顔を見られて励みになる。

・事務局より：訪問した生産者の野菜が今月の給食に登場する日を紹介。

・児童から、野菜を育てたことがある、家が農家でこんなものを栽培して

いる等、元気な反応があった。

内容

渡前小学校

・当日は「大黒様のお年夜」献立。豆ごはん、納豆汁、つや姫おこしなど。

・生産者と児童が同じテーブルで行事食を楽しんだ。

・児童より：納豆は苦手だが、納豆汁なら食べられる。

・教諭より：畑の会会員が納入しているつや姫おこしは児童から好評。

内容

取組事例③

9

・有機米給食は「鶴岡産有機米つや姫、ハヤシライス」など。

・生産者より：有機農業の取組み、有機栽培の大変さなどを紹介。

・事務局より：子供たちに環境にやさしい農業に興味関心を持ってほしい。

・児童から、アイガモ農法や田んぼの生き物調査に質問が寄せられ「いつ

ものご飯と違う、美味しい！」と好評だった。

内容



第3回学校給食・食農教育推進本部
資料３

令和７年７月９日

（４協議）

（２）新学校給食センターにおける展示・学習機能の方向

※本資料には「改訂 学校給食施設計画の手引き」（（株）生活デザイン研究所制作・
発行）に示されている画像や図面等を引用しています。



＜新学校給食センターにおける展示・学習機能＞ ①現状と課題

1

① 学校の食育学習の一環として、例年鶴岡センター管轄の小学生が給食センターを訪れ、調理現場を見学しながら、学校給食発祥の地や学校給
食の歴史、給食の大切さについて学んでいる。

② 栄養教諭が中心となり、工夫しながら説明を行っているが、展示スペースが狭隘であり、展示・学習機能の充実が課題となっている。

写真
（小学校の見学の写

真）
6/3湯野浜
小撮影

写真
（これまでの給食のサ

ンプルの写真）

写真
（見学できる場所の写

真）

1. 学校給食センターにおける食育学習として、例年鶴岡センター管轄
の全小学校の１・２年生が施設見学に訪れている

2. 見学の際は、給食センターの栄養教諭が給食センター２階スペース
から調理現場を見学させながら、学校給食発祥の地や学校給食の歴
史、給食の調理方法などについて説明している

１．展示・学習機能の現状

学校名 人数

朝一小、朝二小、朝三小、朝四小、朝五小、朝六小

斎小、黄金小、大泉小、京田小、大山小、豊浦小、

上郷小、湯野浜小、西郷小、羽黒小、広瀬小

●合計 （鶴岡センター管内全17小学校の１・２年生）

626人

<令和６年度：学校給食センターへの見学者数の状況>

<学校給食センターの現状>

① 展示・学習スペースが不足し、展示内容も少ない

② 学校給食発祥の地の紹介・展示が少なく、またユネスコ食文化創造
都市である本市の食文化等について、十分紹介ができていない

③ 児童が体験を通じて学習できる機能がない

④ 衛生管理の徹底の観点から、一般市民が見学できない

⑤ 保護者など市民が給食を試食できる機会がない

２．展示・学習機能の課題

✓ 調理現場を見学することはできるが、スペースに限りがあり、
十分な食育資料の展示等が困難で、現在は工夫して、児童に
説明を行っている

✓ ２階見学スペースは調理員も利用するため、衛生管理徹底の
観点から、現在は一般市民等の見学は受け付けていない
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① 新学校給食センターの整備に際しては、児童生徒はもちろんのこと、市民誰もが学校給食発祥の地や本市の食文化など給食に関わる知識を知
り、学ぶことができる展示・学習機能を目指します。

② また、施設見学や給食を試食できる機会を提供することを通じて、更に市民から理解が得られる学校給食センターを目指します。

＜新学校給食センターにおける展示・学習機能の目指す方向＞

学校給食発祥の地やユネスコ食文化創造都市である本市の給食と食文化等を知り、学び、体験

できる展示、学習機能を目指します

望ましい食習慣・食生活
を理解する

Point 03

学校給食発祥の地
の学校給食を知る

ユネスコ食文化創造都市
の食文化を学ぶ

展示・学習機能の目指す４つの方向

<主な機能の方向>

1. 学校給食発祥の地の紹介

2. 鶴岡の学校給食の歴史、
給食の変遷の紹介

3. 給食の特別献立の紹介

4. 地産地消の取組を紹介

など

<主な機能の方向>

1. ユネスコ食文化創造都市の
食文化を紹介

2. 地域で生産される豊かな
農林水産物の紹介

3. 食育や食農体験の取組を
紹介

など

<主な機能の方向>

1. 調理現場を見学できるス
ペースの設置

2. 児童生徒が見学時に学習で
きる研修室の設置

3. 子供達が調理機器等を体験
できる機能の設置

4. 定期的に学校給食を試食で
きる試食会の開催の検討

など

給食を体験する
（施設見学・試食）

<主な機能の方向>

1. 児童生徒が学校で学ぶ「食
に関する学習」を補完する
内容を紹介

① 食事の重要性や食事の楽
しさの大切さを紹介

② 心身の成長や健康の保持
増進に必要な栄養・食事
の紹介

③ 食に関する正しい知識・
に係る内容の紹介

など

Point 01 Point 02 Point 04
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「学校給食発祥の地」の学校給食を知るPoint 01

<展示の取組例>

１.「学校給食発祥の地」の紹介

２.鶴岡の学校給食の歴史、給食の変遷の紹介

✓ 学校給食発祥の地の
記念碑（レプリカ）
や当時の給食の写真、
サンプル等により本
市が「学校給食発祥
の地」であることや
その歴史を紹介

３.給食の特別献立の紹介

４.地産地消の取組を紹介

写真
（給食サンプルの写

真）

✓ 学校給食センターで取り組ん
でいる郷土食や行事食、地産
地消給食等の特別献立を紹介
できるコーナーの設置を検討

✓ 郷土料理や行事食については
家庭で作れるようなレシピの
紹介も検討

✓ 地元産野菜や水産物を使用し
た給食の実施について、紹介
するコーナーの設置を検討

✓ 給食で使用する地場産食材に
ついて、給食便りやホーム
ページ等でも工夫して紹介

✓ 本市の学校給食について、明
治22年の始まりから現在まで
の給食の歴史、給食の変遷を
紹介する展示コーナーの設置
を検討

✓ 変遷については、サンプル等
を使用しながら分かりやすく
紹介

✓ 当時の慈しみの心を忘れず、
給食を食べられることに感謝
の気持ちを表せる展示内容を
検討

① 学校給食は明治22年（1889年）に大督寺内の「忠愛小学校」で始まり、本市が「学校給食発祥の地」であることは唯一無二の特徴である。

② 新センターでは、学校給食発祥の地の学校給食の歴史やこれまでの給食の変遷等を知ることができる展示コーナーを設置を検討します。

③ 本市の特徴的な取組である食文化創造都市特別献立や地産地消を取り入れた給食の取組についても展示・紹介することを検討します。

※「改訂 学校給食施設計画の手引き」より画像を引用
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① 平成26年12月に国内初のユネスコ食文化創造都市に認定された、行事食や郷土食などの本市の食文化の特徴を紹介します。

② 本市の食文化の特徴の一つに、地域で育まれている多様で豊かな農林水産物があり、これについてパネルやサンプル等を用いて紹介します。

③ 食育や食農教育についても数多くの取組が行われていることから、こうした取組事例についても紹介します。

「ユネスコ食文化創造都市」の食文化を学ぶPoint 02

<展示の取組例>

１.ユネスコ食文化創造都市」の食文化を紹介

３.食育や食農体験の取組の紹介

２.地域で生産される豊かな農林水産物の紹介

参考：特別展「和食 ～日本の自然、
人々の知恵～ 」の展示より
（R6年4～6月鶴岡会場）

✓ 行事食、伝統菓子などの本
市の食文化の特色や、ユネ
スコ創造都市ネットワーク
についての紹介パネルを展
示

✓ 行事食、郷土食、精進料理
等の食品サンプルの展示も
検討

✓ 本市で採れる四季折々の豊
かな食材の紹介パネルを展
示

✓ 在来作物等のレプリカの展
示や子どもたちがゲーム感
覚で食文化を学べるクイズ
の作成も検討

参考：在来作物のレプリカ

✓ 学校現場や地域で行われ
てきた食育・食文化理解
促進の取組を紹介するパ
ネルの展示

✓ 「鶴岡型ESD 取組事例
集」など、各種冊子を設
置
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✓ 食事は、必要な栄養素の摂取だ
けでなく、心と体の健康を維持
し、社会性やコミュニケーショ
ンの形成に寄与する大切な行為
であることを紹介

✓ 毎日、朝食をとるなど食事を規
則正しくとることが大切である
ことを紹介

① 学校給食法第２条では、学校給食の目標の一つに「日常生活における食事について正しい理解を深め、健全な食生活を営むことができる判断
力を培い、及び望ましい食習慣を養うこと」と示されている。

② 現在、小学１・２年生が毎年施設見学に訪れていることを踏まえ、各学校で栄養教諭が行う食教育の内容についても展示・紹介します。

✓ 正しい知識・情報に基
づいて食品の品質等に
ついて自ら判断し、栄
養素や衛生に気を付け
ていくことが重要であ
ることを紹介

✓ 各校で栄養教諭による
食育指導の内容を展示
し、適切な食事、食事
による健康増進につい
て理解を促す

✓ 栄養バランスのとれた食事の
大切さを紹介

✓ 学校給食は栄養バランスが考
えられており、給食の大切さ
などについてもあわせて紹介

望ましい食習慣・食生活を理解するPoint 03

<展示の取組例>

１.食事の重要性、食事の楽しさを理解する

２. 心身の成長や健康の保持増進に必要な栄養・食事を学ぶ

３.正しい知識・情報に基づき、食品を選択する力を育む
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① 小学生の施設見学だけでなく、一般の市民も見学・体験できる体制を検討します。

② 施設見学に際しては、調理の状況を見学できる見学窓の設置のほか、見学が困難なエリアはモニター映像により見学できる工夫も検討します。

③ 定期的に「学校給食試食会」を実施し、給食を食べて体験できる仕組みを検討します。

<参考例>

✓ 小学生だけでなく、一般市民の見学
希望にも応えられるよう、見学ス
ペースや研修室の設置を検討

✓ 見学窓から確認できないエリアにつ
いては、モニターで見学できる仕組
みを検討
（同じ映像を事務室内で職員が確認
できる仕組みも検討）

✓ 学校給食発祥の地の歴史や、食文化
創造都市の取組を紹介し、市民の総
合的に食に関する知識を学習できる
施設展示を検討

✓ 施設見学と兼ねて学校給食を
試食できる取組（学校給食試
食会など）を検討

✓ 本物の回転釜攪拌体験等、見
学だけでなく、子供達も体験
できる設備の設置を検討

調理の様子を見学できる広い見学窓

モニターにより見学窓以外の場所も確認

食育展示コーナーのイメージ

給食を体験する（施設見学・試食）Point 04

<展示の取組例>

１.調理現場の見学、児童や一般市民が学習できる研修室の設置 ２.学校給食を試食できる試食会の開催、体験スペースの設置

給食の試食ができる試食会等の取組を検討

調理機器の体験イメージ

※「改訂 学校給食施設計画の手引き」より画像を引用
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✓ ２階の展示スペースには、階段やエレ
ベーターで子供達や市民が移動できる
ようにする

✓ 展示スペース見学者専用のトイレを設
置

✓ 衛生管理の徹底のため、調理員と見学者のス
ペースは完全に分離する

✓ 調理員専用スペースには、会議や昼食兼用の会
議室、休憩室、更衣室、洗濯室、トイレなどを
設置し、調理員と見学者とは交差しない設計と
する

見学窓

✓ 児童生徒や市民が調理現場を見
学できる見学窓を設置

✓ 窓を大きく設置することで調理
している状況全体を広く見渡せ
るよう工夫

✓ 児童生徒が施設見学を行った後に
学習する研修室を設置

✓ 給食の試食会を行う際は、この研
修室で市民が給食の試食を実施

✓ 本市の食文化や学校給食発祥の地などについて、
パネルや給食サンプル等を用いて、分かりやすく
展示する展示コーナーを設置

✓ 給食調理で使用する回転釜など調理機器を体験で
きる機能も設置することを検討

✓ 見学窓では見学できない調理工程
も見学できるモニターの設置も検
討
（同じ映像を職員事務室内でも確
認できる仕組みも検討）

✓ 試食する給食を１階の調理スペースか
ら運搬するためのパントリー、昇降機
を設置

✓ 衛生管理の確保のため、見学者が立ち
入らないようにする

２階配置図【参考例】
※「改訂 学校給食施設計画の手引き」より引用した図面

入口／階段

トイレ

調理員の専用スペース

見学モニター

児童生徒の学習、市民が給食
の試食を行うスペース

食育・食文化展示コーナー

パントリー
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